
リコンストラクション

　原作『ログ・ホライズン』においてキャラク

ターは数十に及ぶ特技を操る。ＰＣには様々な一

面があり、キャラクターシートに記載されている

データがすべてではないのだ。「リコンストラク

ション」はPCのデータを再構築するルールである。

このルールによってあなたのPCは成長し、新たな

困難により適正に立ち向かえるだろう。

▼リコンストラクションの方法

　リコンストラクションはログチケットなどを必

要とせず、ＧＭの許可さえあれば何回行っても構

わない。ただしＰＣデータの再構築は多少の時間

を要することでもある。プレイ時間の制限などに

よってＧＭはリコンストラクションを制限しても

よいだろう。また、完全な制限ではなく、特技の

変更などあまり時間をかけない部分のみ認めると

いう方法もある。クイックスタートでゲームを開

始した場合、何回かのセッションの後にオリジナ

ルなキャラクターを構築をしたい場合もあるだろ

う。こう言った場合にもリコンストラクションは

有用である。

　リコンストラクションにおいてすべての情報が

変更できるわけではない。パーソナルファクター

や［メイン職業］［種族］はキャラクター作成時

で決定されたものであり変更できない。サブ職や

コネクションなどもログチケットを消費して得た

ために変更は不可能だ。アイテムや所持金などは

リコンストラクションとは別に通常のアイテム売

買などで変化することはあり得る。

　一方で変更可能なのはＣＲ、【能力基本値】、

修得特技である。ＣＲについてはリコンストラク

ションで低下することが可能だ。この場合は最高

時のＣＲをメモしておくこと。このランク以下な

らばリコンストラクションの範囲内であり、した

がって一度低下させたＣＲを取り戻すことも可能

である。特技取得に関しては、変化後のランクの

修得数にしたがって取得のしなおしが可能だ。

【能力基本値】はボーナスポイントの配分からや

り直すこと。諸数値はＣＲや【能力基本値】を考

慮して再計算となるために注意すること。

　リコンストラクションは、特にＣＲ変更を伴う

場合、時間をとるだろう。また特技の入れ替えだ

けでも悩むことはありうる。そんな場合も「ロ

グ・ホライズンTRPG冒険窓口

（http://lhrpg.com/lhz/）」は有用である。このサ

イトを利用することですばやくプレイの準備を整

えることが出来るだろう。
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「ヤマトに生きる隣人たち」第２回となる今回は〈狼牙族〉と〈エル
フ〉の紹介を行ってゆく。また種族特技データの追加に伴い、キャラク
ターのリコンストラクション（再構築）についても言及する。

ヤマトに生きる隣人たち（２）
<   The Eight Neighbors in YAMATO   >

http://lhrpg.com/lhz/


狼牙族

　狼牙族は、狼の能力をもつ種族だ。感情に応じ

て現れる狼の尻尾と耳は個性付けにうってつけで

あるし、狼の力強さと足の速さは、たくましさを

表現してくれる。この種族は、キミのキャラク

ターに野生の力強さを与えてくれるだろう。

ゲーム時代の設定

　狼牙族は〈エルダー・テイル〉において人と狼

の特性をもつ種族である。

　彼らは、かつて亜人（ゴブリンやオーガなど）

によって善の種族が滅びかけたときに、亜人たち

に対抗するための戦力となるべく、魔法的な儀式

で生み出された。ゲームの中においてはヒューマ

ンやエルフ、ドワーフなどと比べてさほど人口の

多くない種として描かれており、同族で集団を作

りながら、ヒューマンたちの都市の一角で共生し

ていることが多い。

　がっしりとした恵まれた体格をしており、髪の

毛も豊かな（そして総じて癖っ毛の）傾向にある

が、ヒューマンとの違いはほとんどない。だが、

戦いなどの緊張状態になると、狼の因子が活性化

し、獣の耳や尻尾の発現、瞳の色の変化といった

外見の変化が起こる。身長は１４５～２００ｃｍ

くらい、体重は５０～１２０Ｋｇほどと、かなり

幅広い。髪の色は黒や灰色、赤毛が多く、髪質が

硬い傾向にある。肌の色は、黄白色から赤褐色や

茶褐色といった色素の濃いものが主流。瞳の色は、

金色やルビー色といった特徴的な色合いが多いよ

うだ。

　能力面は、優れた膂力と耐久力、脚力が特徴で

ある。また獣の因子である狼耳や尻尾が出現する

とさらに身体能力が上昇するため、優秀な戦士、

傭兵になりうる。〈冒険者〉としても戦士職と武

器攻撃職に適性が高い種族である。

　人の姿に狼の力強さを宿した雄々しい種族。そ

れが狼牙族である。

ヤマトの国での扱い

　戦闘種族として誕生した狼牙族は、ヤマトでも

ほとんどすべてが亜人たちとの戦争に駆り出され

ていった。しかし、今は〈冒険者〉の存在もあり、

平穏な生活をする者たちが大半となっている。

　群れで生活する狼の因子に影響を受けたものか、

彼らの仲間意識は他種族と比較しても緊密だと言

える。ヒューマンの貴族のように血縁で関係を切

り分けるのではなく、狼牙族は意識や実情におけ

る結びつき、つまりは仲間や家族といった身内で

あるかどうかを重視する。一度身内と見定めたな

ら、血縁の有無とは無関係に損得をなげうってで

も互いを助け合うのだ。

　また、長幼の序や先輩後輩といった上下の関係

を厳格に重んじる気風も、彼らの文化の特徴であ

る。狼牙族において、家長や、部隊長、族長と

いった役職の存在は、大きな権限を持ち尊敬を集

める。同時に強い責任感と自覚を求められ、長た

ちの側もその期待に応えようとするのである。

　こうした傾向からか、彼らは大都市においても、

同族同士集まって一角にコミュニティを形成する

ことが多い。地方では狼牙族だけの村なども見受

けられるようだ。とはいえ、排他的なわけではな

く、他種族との交流は問題なく行われている。

　特にヒューマンとの関係は強く、ヒューマンの

貴族が軍事部門の責任者として腕の立つ狼牙族を

取り立てることも多い。中には軍人貴族として栄
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達するケースもある。

　もちろん、こういった扱いを受けるのはごく一

握りの優秀な者であるが、そうでない場合でも、

自然への適性と高い身体能力を活かし、軍人、傭

兵、狩人、樵、護衛、探索者などといった形で生

計を立てていることが多い。農業や採取、漁業な

ど自然と接する第一次産業も彼らの得意とすると

ころである。

　また、過酷な環境にも耐えうる性

質から、狼牙族は険しい山間部や

深い山林の奥地、果ては砂漠など、

思わぬ秘境、辺境に集落を形成し

ていることがある。こうした隠れ

里の住人は、その生活環境ゆえか

〈大地人〉としては高レベル

の者が多く、一般には知

られていない特殊な知

識や技術を伝承してい

ることもある。〈冒険

者〉ならばその秘密に

触れる幸運が訪れるか

もしれない。

代表的な居留地

▼エッゾ帝国

　ウェストランデ古王朝の時代から、巨人族をは

じめとする人類の敵との戦線の最前線であった

エッゾには、戦闘種族である狼牙族も数多く送り

込まれていた。

　激しい戦いの行われた北の地での任務についた

狼牙族だが、幸運も存在した。古い貴族主義のは

びこる古王朝の支配地域においては新参の獣人と

蔑まれていた狼牙族だったが、エッゾにおいては

古王朝のお膝元ほどの差別

は受けなかったの

だ。極寒の気

候と数多の外

敵に晒される

中では人種の

違いなど

些細
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な問題だった。

　こうしたことから、多くの狼牙族が傭兵や開拓

民としてエッゾへと集まり、厳しい環境での生存

能力の高さもあいまって、凍てついたこの地で数

を増やしていった。エッゾ帝国がウェストランデ

古王朝から離反した際にも、彼らの活躍の影響が

大きく、現在でも狼牙族はエッゾ帝国内で一大勢

力を築いている。彼らエッゾの狼牙族は自らを

［北方狼牙］と呼称する。

▼精霊域：トライファング

　チチブの山奥深くに拓かれた聖域および、その

門前町を指す。トライファングに至る門は威容を

誇り、その名をあらわすように三頭の狼が牙をむ

いているかのような印象を与える。これが名前の

由来となった。

　トライファングの歴史は古く、その始まりは

〈第二の森羅変転〉以前にまでさかのぼるものの、

亜人との戦いの中衰退し、長らく人の訪れぬ廃墟

と化していた。トライファングが聖域として復興

したのは、今から２００年ほど昔にある狼牙族の

神祇官が訪れたことによる。以来トライファング

はイースタルに生きる狼牙族の精神的支柱として

広く知られるようになった。そうした経緯から、

トライファングでは狼牙族の修行者や巡礼者の姿

が多く見られる。

　門前町は規模が小さいながらも活気に溢れてい

る。それはイースタル各地から集まる巡礼者の逗

留地というだけでなく、狼牙族の傭兵団の補給基

地としての機能も果たしているからだ。また、

〈冒険者〉もクエストのために〈大災害〉以前か

らこの地を訪れていたため、〈冒険者〉向けの施

設も充実している。

▼〈千の牙傭兵団〉

　狼牙族を中心に組織された〈大地人〉の傭兵組

織。自由都市同盟イースタルを中心に広く活動し

ており、〈大災害〉後も、〈冒険者〉の手が回り

きらない商人の護衛や亜人退治を引き受けている。

　〈冒険者〉の発生後に行き場を失った兵士達の

集団が団の前身となっており、仲間意識の強い狼

牙族にあって、さらにその結びつきは堅固ともさ

れる。〈大地人〉の戦力としては有数のものであ

り、イースタルに住む狼牙族の子供にとって、憧

れの存在でもある。

　組織としては体系だてられた大規模なものでは

なく、団長の下に十人程度の隊長が就き、それぞ

れが十～数十人程度の部隊を指揮。普段は部隊ご

とに活動しており、団員全体が一堂に会すること

は多くない。

　「牙の掟」と呼ばれる大原則を守る限りにおい

て、各隊にはかなりの裁量権が持たされている。

このため、隊によってその活動スタイルは様々だ。

“一の牙” トガリウド
大地人　男性　狼牙族　傭兵　千の牙傭団　武人　豪放磊落

▼解説：

〈千の牙傭兵団〉のリーダーを務める〈大地人〉傭

兵。〈冒険者〉でこそないものの、そのレベルは高

く、個人でもなかなかの戦闘力を持つ。〈大地人〉

であろうと〈冒険者〉であろうと、「剣と酒杯を交

えれば同胞」というのが持論であり、荒くれぞろい

の傭兵たちを纏め上げる度量と魅力を持った好漢。

▼セリフ：

「この千の牙じゃ〈大地人〉も〈冒険者〉も関係

ねぇ。俺も、お前も一本の『牙』よ」

「お前さんの牙がどんなもんか、確かめさせてもら

うぜ！」
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▼コラム：〈街道の守り手〉

　〈街道の守り手〉（ホドフィラクス）は、ヤマ

トの主要街道の管理と護衛を任された組織である。

狼牙族を中心に構成され、ヤマトの主要八街道を

守っている。

　その昔、亜人の発生によって人類の生存圏が分

断された中で、各都市を繋ぐ街道を亜人たちから

守るため、志ある若き〈狼牙族〉の一団が街道の

パトロールを始めたのが〈街道の守り手〉の起源

とされ、高い戦闘力によるエネミーの駆除と、特

殊な魔避けの術式を併用することで街道の安全を

確保している。しかしその資金源や組織の規模等、

彼らの活動の実態は謎に包まれており、一説には

供贄一族との繋がりがあるとも言われている。

　彼らは共通して、親指の先ほどの小さな水晶玉

を所持しており、このマジックアイテムにより、

仲間同士で連絡を取り合っている。

　また、この水晶玉は彼らの身分証を兼ねており、

街道警護の任務中、しかるべき施設で提示すれば

各種の便宜を図ってもらえるという。街道沿いの、

ある程度以上の規模がある街ならば彼らの関係施

設が設置されているとされるが、悪用を避けるた

めその存在は秘密とされている。

　彼らが人前に姿を現すことはめったになく、た

とえ〈冒険者〉であってもその存在を知るものは

決して多くない。だが実際に彼らの活躍によって

ヤマトの主要街道ではその周辺のエリアと比べて

弱いエネミーしか出現しないようになっており、

比較的ではあるが安全が保たれていた。

　しかし、〈大災害〉後、亜人の動きが多様化す

る中で、彼らの活動の難易度は上がりつつある。

こうした中、一部の〈街道の守り手〉には、冒険

者との連携を模索する動きもあるらしい。

“孝の” シェノン
大地人　女性　狼牙族　丙種三級管理官　街道の守り手　為政者　

▼解説：

　〈街道の守り手〉のうち、イースタル北西部の街

道の守り手を束ねる男装の女性。先代から長の証で

あるシェノンの名を受け継いだばかりの若手だが、

配下からの信任は厚い。

　狼牙族としては珍しく、知略と魔法によって事を

為すことを得手とする。武勇を尊ぶ男社会である狼

牙族において、彼女のような存在が組織を束ねるの

は非常に珍しい例ともいえる。

　〈街道の守り手〉としては珍しく、亜人対策にお

ける冒険者との連携を推し進めようとする立場にあ

る。水面下でアキバの〈円卓会議〉と接触を取り、

今後のあり方を模索しているらしい。

▼セリフ：

「一匹狼を気取る時代は終わったのだ。年寄り連中

には理解してもらわんとな」

「道は人を繋ぎ、物を伝え、世を紡ぐ。血が通わね

ば四肢は腐るだろう。そのための我々だ」

代表的なタグ

エッゾ帝国、トライファング、千の牙傭兵団、街

道の守り手、供贄一族、北方狼牙、巡礼者、牙の

掟、街道の八狼、円卓会議、衛士、海賊、狩人、

革細工職人、看守、毛織物職人、剣闘士、山賊、

指揮官、炭焼き職人、船長、船頭、長老、なめし

皮職人、荷運び、野伏、馬丁、武器商、武侠、兵

士、傭兵、漁師
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エルフ

　エルフは、独特の文化を持つ長命の種族だ。自

然と共にストイックに生きる。キミのキャラク

ターに誇り高い華麗さが欲しいならぴったりな種

族だろう。

ゲーム時代の設定

　エルフは〈エルダー・テイル〉のおいて、自然

と共に生きる神秘性をもった種族である。その特

徴は、小柄な体型ととがった耳。そして軽やかな

身のこなしと長い寿命である。

　長命種とよばれるほど長い寿命は、かわりに出

生率の低さをもたらした。そのため、善の種族の

中でも人口の少ない種族である。

　また、自然の魔力との親和性から、独自の魔法

適正を有している。だがそれゆえに、神話時代に

魔法を体系化し、技術として発展させたアルヴに

対して、反感と嫉妬、そして少しの羨望という複

雑な感情を持つことになった。

　エルフにとって特別な存在としてダークエルフ

がいる。ダークエルフは、かつてアルヴ戦争のと

きに、同族を裏切りアルヴ側に加担

した一族なのだ。それ以来、ダーク

エルフはエルフの宿敵であり、討伐

の対象となっている。

　外見的には、とがった耳が

特徴で、長さや形は個人差

がある。ヒューマンより小

柄で細い体格をしており、

見分けることは難しくない。

身長は１４０～１７５ｃｍ

ほどで、体重は４５～６５

ｋｇくらいとスレンダーな

者が大半である。髪の色は、

金色やそれに近い明るい色

が多く、瞳の色は、濃い緑や青

が多いようだ。肌の色は、ほとんどの

者が色白で、色素の濃い肌の者はごく

稀である。

　能力的には、小柄ゆえの俊敏さをも

ち、自然の中で培われた精神力も高い。

また精霊との親和性の高さから魔力の

扱いも得意としている。そのため武器

攻撃職や回復職に適正があるといわれ、斥候や森

林での活動はお手の物だ。
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　このように小柄だが自然を友とする神秘的な種

族。それがエルフである。

ヤマトの国での扱い

 　エルフは、アルヴや亜人との戦争でもっとも被

害をうけた種族といえる。それは出生率が低いた

め、一度減った人口がなかなか回復しないからだ。

現在もヒューマンやドワーフに比べると、勢力は

少ない。

　彼らは、ドワーフや狼牙族とちがいヒューマン

の集団や大きな都市と距離を置く傾向が見られる。

アルヴが迫害された歴史が、長命な彼らにとって

は遠い過去でなく、まだ覚えていることだからだ。

彼らはアルヴの次に迫害を受けるのは、自分たち

エルフではないかと怯えているのである。

　一方で猫人族のように流浪の生活を選択するわ

けでもないため、同族だけの国家を築くことが多

い。これはヒューマン以外の種族ではエルフだけ

の特徴だ。エルフはこうして同族での共同生活を

送るうちに、秘密主義や他種族や余所者との距離

をとろうとする傾向を身に着けてしまった。

　エルフの社会は、舞いや詩作での祭祀を中心と

した、氏族集団で形成されている。同じ祖先を敬

い、血筋を大事にすることで、一族が結束してい

るのである。長い年月で磨かれた舞いや詩吟はエ

ルフにとって無形の宝物である。

　精霊との親和性の高い彼らは、自然との相性が

よく、森や大地を切り拓くのではなく、共存して

暮らしている。それゆえ、エルフ中心の都市では、

自然のままの植物や水場を活用した建物が多い。

　変わった風習としては、お湯につかる入浴を行

わないことが知られている。ほとんどの場合は沐

浴のみで、蒸気が沸く地域ではサウナを使う程度

である。もっともそれで十分に清潔なのがエルフ

ともいえる。

　このように、自然と調和して生きるエルフであ

るが、文化的には技芸面以外はあまり発達してい

ない。建築技術や機械技術はとくに顕著で、

ヒューマンから見ると原始的に（よく言えば素朴

に）見えるかもしれない。

代表的な居留地

▼エイスオ

　ナインテイル九大商家のひとつであるカル

ファーニャ家が治める街。カルファーニャ家は古

くから続くエルフの名家として知られ、街の住人

もほとんどがエルフだ。火の山として知られるエ

イスオ山を臨み、そこに住む熊の祖霊の加護を受

けていると伝わる。

　彼らはエルフとしては例外的に他種族の技術や

文化の吸収に熱心であり、中心にそびえたつ〈銀

杏城〉（キャッスル・シルヴェリア）は、ドワー

フやハーフアルヴの技師たちによって築き上げら

れた壮麗かつ堅固な城である。

　特産品は野菜と薬草。ここで栽培されている薬

草の中には、一般的には栽培法がすでに失われて

しまったものも多く、カルファーニャ家はそれら

を秘伝とすることで権益を保っている。

▼ナロウマウント王国

　アキバの北西、馬で数日の距離にあるナロウマ

ウントには、ヤマト東部最大のエルフ王国が存在

する。丘陵地帯に生い茂った森や、清浄な湖とし

て著名なスフィアレイクなど、風光明媚な自然に

半ば埋もれるように都市が築かれており、典型的
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なエルフの居留地と言えるだろう。

　エルフの常としてヒューマンとは距離を置く傾

向にあり、〈自由都市同盟イースタル〉から再三

の参加要請があったにも関わらず、現在も中立を

保ち続けている。これは無用な戦乱に巻き込まれ

るのを避けるための方針であるが、それは決して

彼らが臆病であったり、戦う能力に欠けているこ

とを意味するものではない。ユニコーンやペガサ

スといった幻獣を友とするナロウマウントの［森

林衛士］（ウッドレンジャー）たちは、自らの領

域を侵す外敵に対する情け容赦のない戦いぶりで

知られている。

　閉鎖的と言われるナロウマウントのエルフたち

だが、勇気と名誉を重んじる気質が強く、〈冒険

者〉や他種族であっても勇気ある振る舞いや武勲

を示した者は〈拓きし者〉（ディ・ストラーダ）

と呼ばれ、「名誉ある余所者」として尊敬される。

　また〈大災害〉を経て〈冒険者〉の料理技術が

流入し、この地に根付くエルフの伝統料理と融合

して新たな名物料理も生まれている。特に天蓋焼

きと呼ばれる菓子は地元産の栗の実がふんだんに

使われ、ここでしか食べることができない逸品だ。

▼コラム：〈群青獅子団〉

　ナロウマウントの［森林衛士］たちの中で、常

に危険な最前線に身を置く精鋭として知られるの

が〈群青獅子団〉（リオン・アジュール）だ。１

００名の正規団員と民間の予備団員からなり、咆

哮する獅子の旗のもと、群青色の軍装をまとった

その勇姿は、エルフのみならずヒューマンの間で

も名高い。

　特に有名なのは、百年ほど前に起こったとされ

る、西の山岳地帯から流れてきた巨人族の侵略を

阻止した戦いだ。人間の国家が次々と陥落する危

機の中、未だ不可侵を貫こうとする王国のエルフ

たちの中で唯一、人間たちと共に戦い、巨人を撃

退したのが彼ら〈群青獅子団〉なのである。

　現在でもその伝統は生きており、団長には王の

命令を待たずに行動する独立行動権が与えられて

いる。全員が剣と弓の名手であり、幻獣騎兵や森

呪遣いの部隊をも擁するこの戦士団は、王国の中

立を守る名誉ある刃なのだ。特に、森林地帯で彼

らと敵対したものは、得意の《ディープウッドス

カウト》を駆使した神出鬼没の戦い方に背筋を凍

らせることになるだろう。

“鉄獅子” アルデュール
エルフ　男性　群青獅子団　森林衛士　武人　誇り高い

▼解説：

　〈群青獅子団〉を率いる団長で、最古参の［森林

衛士］。百年前の巨人族との戦いを見習い団員とし

て経験してから現在まで、人生の大半を〈群青獅子

団〉で過ごし、眠るときですら魔物の襲撃に備えて

剣を手放さないと噂される生粋の武人である。

　相棒は、森で傷ついていたところを保護した緑竜

（グリーン・ドラゴン）。竜が邪悪な獣だとして嫌

われる風土において、幾多の敵をその牙と自らの剣

にかけることで異論をねじ伏せてきた。

　生ける伝説として団員の尊敬を集めているが、自

分より若い団員が戦いで命を落とすことに心を痛め

ており、かつての勇猛さにはやや陰りが見えつつあ

る、と言われている。魔獣討伐などの危険な任務に

おいては、〈冒険者〉の手を借りて被害を減らせな

いかと考えているものの、余所者である〈冒険者〉

へ大っぴらに助力を求めるわけにもいかず、秘密裏

に依頼することを計画しているようだ。

▼セリフ：

「森に生き、森に死すのが獅子の定めよ」

「偉大な先達も、未熟な若輩も、みんな儂を置いて

行ってしまう。寂しいものだ」
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▼トリシルティス国

　アキバから海岸沿いに馬で数日南下したところ

にある、エルフの国家が、トリシルティス国であ

る。

　かの国はトゥリビーチェ半島一帯を治めており、

半島各地に住む海エルフの氏族と、森エルフの氏

族が定期的に長老会議を開き、合議によって国家

としての意思決定を行っている。

　自然との共存を重んじるエルフによって統治さ

れているため、領内はヒューマンのそれと比べ、

人工的な田畑や建造物が少ない。冒険者や他種族

の感覚からすれば、ただの森や海岸線に見えるよ

うな土地が広がっている。

　こうした環境によるものか、トリシルティス国

は、精霊や幻獣が多く棲息している。それらの多

くは友好的であり、森呪遣いや召喚術師が従者と

契約を結ぶにもうってつけの場所である。ゲーム

時代には、こうしたクエストを受けるため、多く

の冒険者がこの地を訪れていた。

　この地には、古のエルフと大精霊との悲恋を描

いた伝承が残されている。かつて荒ぶる陽の精霊

に捧げられた人身御供のエルフがかの精霊の怒り

を慰め、この地に穏やかな気候と清浄な太陽の恵

みをもたらしたというのである。彼女が精霊に捧

げた杜鵑草(ホトトギス)にちなみ、この国はトリシ

ルティスと呼ばれるようになったとされている。

一説には、この国のどこかに、陽の精霊を封じた

廟が隠されているという。

　エルフ国家の例に漏れず、閉鎖的なところのあ

るトリシルティス国であるが、現在は氏族〈動き

し同胞ら〉の長、ユーミアが〈冒険者〉と長老衆

の仲立ちに努め、友好的な関係が結ばれつつある。

“枯れぬ花” ユーミア
エルフ　女性　動きし同胞ら　料理人　為政者　常緑の笑顔　年齢？

▼解説：

　トリシルティス国北西部をテリトリーとする海エ

ルフの氏族、〈動きし同胞ら〉の若長。豊富な薬草

知識により、長老衆の中でも一目置かれている。

　冒険者に対して友好的な彼女であるが、その契機

となったのは、この地を訪れた冒険者の料理人が、

彼女に手料理を教えたことであるという。この技術

を以て彼女はトリシルティスの食に革命を引き起こ

し、この国において強い影響力を持つこととなった。

　トリシルティスの玄関口ともいえる地において、

彼女は外からの来訪者、特に〈冒険者〉との折衝役

を務めている。穏やかな物腰と若々しい姿とは裏腹

に、人を見定める目は冷静であり、すぐさま邪な思

いの持ち主を見極めるという。

▼セリフ：

「命をいただくのです。よりよい形で、美味しくい

ただくことこそ、礼を尽くすということでしょう」

「ここは太陽の生まれる地。この地に影をもたらさ

ぬ限りにおいて、万人を歓迎いたしますよ」

代表的なタグ

エイスオ、カルファーニャ家、銀杏城、ナロウマ

ウント王国、スフィアレイク、森林衛士、拓きし

者、群青獅子団、トリシルティス国、動きし同胞

ら、祈り手、王族、画家、楽器職人、木こり、貴

族、吟遊詩人、薬師、採取人、刺繍屋、醸造職人、

製糸職人、染色職人、チーズ職人、調教師、彫刻

家、庭師、牧童、星詠み、綿織物職人、木工職人、

養蜂家、ルーンナイト

本文：Chord Joehausen、津軽あまに、七海遊介、 狸原まこと

データ作成：相馬将宗 
2014/06/11
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